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１ 加盟者の森林 

1-1-1 加盟者と森林管理区分 
～信州カラマツの故郷～佐久森林認証協議会の加盟者の管理森林（FM森林）は表 1-1、
図 1-1、資源構成は表 1-2と 

 
表 1-1 森林管理面積一覧 

 
 

  

加盟者 森林管理（所有）区分 面積 

小諸市 小諸市有林 56.61 ha 

佐久市 

佐久市有林 1,637.45 ha 

湯原区佐久共有林組合 39.35 ha 

協和財産区 1,702.07 ha 

春日財産区 1,691.36 ha 

大沢財産区 275.05 ha 

前山小宮山財産区 48.44 ha 

小海町 

小海町有林 440.97 ha 

北牧財産区 889.43 ha 
本村・中村・土村財産区 195.15 ha 

佐久穂町 佐久穂町有林 4,442.68 ha 

川上村 川上村有林 4,039.21 ha 

南牧村 

 

南牧村有林 439.45 ha 

板橋財産区 76.26 ha 

平沢財産区 545.93 ha 

海の口財産区 208.98 ha 

海尻財産区 587.74 ha 

広瀬財産区 286.80 ha 

南相木村 南相木村 1,303.03 ha 

北相木村 北相木村 1,261.86 ha 

立科町 立科町有林 3,322.38 ha 

森泉山財産組合 森泉山財産組合 305.18 ha 

長野県 県営林（県有林+県行造林） 1,645.63 ha 

合 計  25,441.01 ha 
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図 1-1 森林管理別の森林面積 
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1-1-2 資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 16,591.72ha、天然林 8,115.25ha、その他 734.04haであ
る（表 1-2）。 

 
表 1-2 FM森林の林種構成 

加盟者 区分 人工林（ha） 
天然林
（ha） 

その他
（ha） 

面積合計
（ha） 

小諸市 市有林※1 41.10 14.50 1.01 56.61 

佐久市 

市有林 1,139.02 487.43 11.00 1,637.45 

湯原区佐久共有林組合有林 28.53 10.82 0.00 39.35 

協和財産区有林 1,227.80 455.42 18.85 1,702.07 

春日財産区有林 862.40 777.86 51.10 1,691.36 

大沢財産区有林 258.49 16.03 0.53 275.05 

前山小宮山財産区有林 48.44 0.00 0.00 48.44 

小海町 

町有林 350.43 75.27 15.27 440.97 

北牧財産区有林 789.62 99.05 0.76 889.43 

本村・中村・土村財産区有林 156.33 38.87 0.95 195.15 

佐久穂町 町有林 2,861.94 1,532.48 48.26 4,442.68 

川上村 村有林 2,114.69 1,672.96 251.56 4,039.21 

南牧村 

村有林 357.14 70.54 11.77 439.45 

板橋財産区有林 31.46 41.78 3.02 76.26 

平沢財産区有林 334.77 178.27 32.89 545.93 

海の口財産区有林 99.68 109.30 0.00 208.98 

海尻財産区有林 355.48 219.00 13.26 587.74 

広瀬財産区有林 178.67 102.08 6.05 286.8 

南相木村 村有林 781.80 440.21 81.02 1,303.03 

北相木村 村有林 922.16 278.79 60.91 1,261.86 

立科町 町有林 2,080.30 1,199.84 42.24 3,322.38 

森泉山財産組合 森泉山財産組合有林 235.32 68.41 1.45 305.18 

長野県 県営林※2 1,336.15 227.34 82.14 1,645.63 

FM森林合計 16,591.72 8,115.25 734.04 25,441.01 
※ その他は、更新困難地、岩石、竹林、崩壊地、未立木等 
※1小諸市有林は「小諸市滋野財産区、御牧ケ原財産区、高峯財産区、古牧財産区」を含むが、管理を市が実施するため市有林と
して扱う 
※2県営林は佐久地域内の県有林と県行造林で、表記は県営林とする。 
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２ 加盟者の森林 

2-1 小諸市 FM森林 

（1）小諸市 FM森林 
小諸市のFM森林は、56.61haで、市有林、小諸市滋野財産区、御牧ケ原財産区、高峯財産
区、古牧財産区に区分されるが、管理は小諸市で行うため 1区分として取り扱う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-1 小諸市のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）FM森林 
①面積 

FM森林の面積は、56.61haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 41.10ha、天然林 14.50ha、その他 1.01haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 28.01ha（50.4％）を占め、次いでアカマツ
11.58ha（20.8％）である（表 2-1）。 
人工林は、カラマツが最も多く 28.01ha（68.2％）を占め、次いでヒノキ 5.26ha(12.8％)
である（表 2-2）。 
天然林は、アカマツ 7.49ha（51.7％）と、その他広葉樹 7.01ha（48.3％）である（表 2-

3）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 6.13haで、
全て人工林となっている（表 2-4）。 

 
 

表 2-1 小諸市有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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割合 
(％) 4.4 9.5 2.3 20.8 50.4 0.0 0.0 0.0 0.0 12.6 100 

 
 

表 2-2 小諸市有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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2.44 5.26 1.30 4.09 28.01      41.10 

割合 
(％) 

5.9 12.8 3.2 9.9 68.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

 
  

表 2-3 小諸市有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   7.49      7.01 14.50 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 51.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 48.3 100 
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表 2-4 小諸市有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工 6.13     6.13 

天然       

総計 6.13     6.13 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 15齢級以上が最も多く、平均（面積加重平均）65.8年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林スギ林の 152年生である。このうち人工林は 11～12齢級が
最も多く、平均（面積加重平均）63.6年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平均（面積
加重平均）72.2年生である（表 2-5）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、4齢級から 7齢級の範囲にある（表 2-6）。 

 
 

表 2-5  小諸市有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6 0.46 0.71 1.17 2.1 

7-8 1.22 0.91 2.13 3.8 

9-10 2.51  2.51 4.5 

11-12 15.20 0.90 16.10 29.0 

13-14 11.11 2.53 13.64 24.5 

15上 10.60 9.45 20.05 36.1 

合計 41.10 14.50 55.60 100 

 
 

表 2-6  小諸市有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 16 23 24 25 26 28 30 31 合計 

人工 0.36 1.34 0.25 0.85 0.46 1.21 0.40 1.26 6.13 

天然          

総計 0.36 1.34 0.25 0.85 0.46 1.21 0.40 1.26 6.13 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 28.66ha、木材生産が 29.78haとなってい
る（表 2-7）。 
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表 2-7 小諸市有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 23.83     25.02 48.85 83.6 

天然林 4.83 

 
    4.76 9.59 16.4 

その他         

合計 28.66 0 0 0 0 29.78 58.44 100 

 
 

 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 3.51ha、土砂流出防備保安林が 5.94ha、土砂崩壊防備保安林
が 0.24ha、合計面積は 9.69haで、FM森林に占める保安林率は 17.1％である（表 2-8）。 
その他の制限林はない。 

 
 

表 2-8 小諸市有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 3.51 36.2 

土砂流出防備保安林 5.94 61.3 

土砂崩壊防備保安林 0.24 2.5 

保安林実面積計（A） 9.69 100 

対象森林全体(B) 56.61  

比率(A/B：％) 17.1  

 
 
 
  



加盟者の森林 
 

～信州カラマツの故郷～ 佐久森林認証協議会 森林管理マニュアル 
-9- 

2-2 佐久市 FM森林 

（1）佐久市 FM森林 
佐久市のFM森林は、5,393.72haで、市有林、湯原区佐久共有林組合有林、協和財産区有
林、春日財産区有林、大沢財産区有林、前山・小宮山財産区に区分される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2 佐久市のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）佐久市有林 
①面積 

FM森林の面積は、1,637.45haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 1,139.02ha、天然林 487.43ha、その他 11.00haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 879.11ha（54.1％）を占め、次いでその他広
葉樹 369.06ha（22.7％）である（表 2-9）。 
人工林は、カラマツが最も多く 879.11ha（77.2％）を占め、次いでアカマツ 136.45ha
（12.0％）である（表 2-10）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 363.85ha（74.7％）を占め、次いでアカマツ 72.97ha
（15.0％）である（表 2-11）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 10.33haで、
全て人工林となっている（表 2-12）。 

 
 

表 2-9 佐久市有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-10 佐久市有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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44.32 67.47 0.08 136.45 879.11 2.50   3.88 5.21 1,139.02 

割合 
(％) 

3.9 5.9 0.0 12.0 77.2 0.2 0.0 0.0 0.3 0.5 100 

  
 
 

表 2-11 佐久市有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   72.97  8.51   42.10 363.85 487.43 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 15.0 0.0 1.7 0.0 0.0 8.6 74.7 100 
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表 2-12 佐久市有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  スギ ヒノキ アカマツ カラマツ その他広 合計 

人工 0.31 10.02    10.33 

天然       

総計 0.31 10.02    10.33 

 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）61.1年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林カラマツ林の 109年生である。このうち人工林は 11～12齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）58.7年生、天然林も 15齢級以上が最も多く、平均
（面積加重平均）66.6年生である（表 2-13）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、7齢級の範囲にある（表 2-14）。 

 
表 2-13  佐久市有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2  1.69 1.69 0.1 

3-4 8.09 0.66 8.75 0.5 

5-6 0.23 4.56 4.79 0.3 

7-8 58.19 7.24 65.43 4.0 

9-10 153.84 9.75 163.59 10.1 

11-12 459.75 161.30 621.05 38.2 

13-14 376.93 106.77 483.70 29.7 

15上 81.99 195.46 277.45 17.1 

合計 1,139.02 487.43 1,626.45 100 

 
表 2-14  佐久市有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 31 34 合計 

人工 3.71 6.62 10.33 

天然    

総計 3.71 6.62 10.33 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、水源涵養林が 1,334.57、木材生産が 301.88なっている（表 2-15）。 
 
表 2-15 佐久市有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 905.14     233.88 1,139.02 69.6 

天然林 422.81     64.62 487.43 29.7 

その他 7.62     3.38 11.00 0.7 

合計 1,335.57 0 0 0 0 301.88 1,637.45 100 
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⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 772.95ha、土砂流出防備保安林が 11.43ha、干害防備保安林
が 43.55ha、合計面積は 827.93haで、FM森林に占める保安林率は 50.6％である（表 2-16）。 
その他の制限林は、国定公園第 1種特別地域として 5.03ha、国定公園第 2種特別地域とし
て 87.28ha、国定公園第 3種特別地域として 485.02haが指定されている。 

 
表 2-16 佐久市有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 772.95 93.3 

土砂流出防備保安林 11.43 1.4 

土砂崩壊防備保安林   

干害防備保安林 43.55 5.3 

保安林実面積計（A） 827.93 100 

対象森林全体(B) 1,637.45  

比率(A/B：％) 50.6  

 
（3）湯原区佐久共有林組合有林 
①面積 

FM森林の面積は、39.35haである。 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 28.53ha、天然林 10.82ha、その他はないである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 26.68ha（67.8％）を占め、次いでアカマツ
6.26ha（15.9％）である（表 2-17）。 
人工林は、カラマツが最も多く 26.29ha（92.1％）を占め、次いでアカマツ 1.73ha
（6.0％）である（表 2-18）。 
天然林は、その他広葉樹 5.90ha（54.5％）と、アカマツ 4.53ha（41.9％）である（表 2-

19）。 
 
表 2-17 湯原区佐久共有林組合有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha)  0.51  6.26 26.68     5.90 39.35 

割合 
(％) 0.0 1.3 0.0 15.9 67.8 0.0 0.0 0.0 0.0 15.0 100 

 
表 2-18 湯原区佐久共有林組合有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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面積
(ha) 

 0.51  1.73 26.29      28.53 

割合 
(％) 

0.0 1.8 0.0 6.1 92.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 
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表 2-19 湯原区佐久共有林組合有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   4.53 0.39     5.90 10.82 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 41.9 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 54.5 100 

 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）57.6年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林カラマツ林の 83年生である。このうち人工林は 11～12齢級
が最も多く、平均（面積加重平均）59.6年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平均（面
積加重平均）52.4年生である（表 2-20）。 

 
表 2-20  湯原区佐久共有林組合有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2  0.51 0.51 1.3 

3-4  3.03 3.03 7.7 

5-6 0.24 0.35 0.59 1.5 

7-8 0.51  0.51 1.3 

9-10 0.69  0.69 1.8 

11-12 15.60  15.60 39.6 

13-14 8.34 3.44 11.78 29.9 

15上 3.15 3.49 6.64 16.9 

合計 28.53 10.82 39.35 100 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成、木材生産が 39.35haとなっている（表 2-21）。 
 
表 2-21 湯原区佐久共有林組合有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林      28.53 28.53 72.5 

天然林      10.82 10.82 27.5 

その他         

合計 0 0 0 0 0 39.35 39.35 100 

 
⑤保安林 

保安林及びその他の制限林はなし。 
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（4）協和財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、1702.07haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 1,227.80ha、天然林 455.42ha、その他 18.85haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 1,015.24ha（60.3％）を占め、次いでその他
広葉樹 254.41ha（15.1％）である（表 2-22）。 
人工林は、カラマツが最も多く 987.14ha（80.4％）を占め、次いでアカマツ 128.40ha
（10.5％）である（表 2-23）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 253.33ha（55.6％）を占め、次いでその他針葉樹

128.80ha（28.3％）である（表 2-24）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 41.54haで、
全て人工林となっている（表 2-25）。 

 
 
表 2-22 協和財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha)  96.31 3.80 151.79 1,015.24 138.91 0.18  22.58 254.41 1,683.22 

割合 
(％) 0.0 5.7 0.2 9.0 60.3 8.3 0.0 0.0 1.4 15.1 100 

 
 

表 2-23 協和財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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 96.31 3.80 128.40 987.14 10.11   0.96 1.08 1,227.80 

割合 
(％) 

0.0 7.8 0.3 10.5 80.4 0.8 0.0 0.0 0.1 0.1 100 

  
 

表 2-24 協和財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

天
然
林 

ス
ギ 

ヒ
ノ
キ 

サ
ワ
ラ 

ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 

   23.39 28.10 128.80 0.18  21.62 253.33 455.42 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.1 6.2 28.3 0.0 0.0 4.8 55.6 100 
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表 2-25 協和財産区有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工 39.68  0.05 1.81  41.54 

天然       

総計 39.68  0.05 1.81  41.54 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 15齢級以上が最も多く、平均（面積加重平均）69.1年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 123年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）60.0年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）96.4年生である（表 2-26）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、6齢級から 9齢級の範囲にある（表 2-27）。 

 
 

表 2-26  協和財産区有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 0.39  0.39 0.0 

3-4 2.39 0.19 2.58 0.2 

5-6 26.13 4.96 31.09 1.8 

7-8 128.73 2.53 131.26 7.8 

9-10 97.16 4.50 101.66 6.0 

11-12 312.98 16.22 329.20 19.6 

13-14 490.12 28.57 518.69 30.8 

15上 169.90 398.45 568.35 33.8 

合計 1,227.80 455.42 1,683.22 100 

 
 
 

表 2-27  協和財産区有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 
林齢（年） 29 30 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 合計 

人工 14.78 3.90 1.29 2.61 3.75 3.50 2.98 3.59 0.48 2.74 1.32 0.60 41.54 

天然              

総計 14.78 3.90 1.29 2.61 3.75 3.50 2.98 3.59 0.48 2.74 1.32 0.60 41.54 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、水源涵養林が 1,347.09ha、木材生産が 343.43haとなっている（表 2-
28）。 
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表 2-28 協和財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 910.21     317.59 1,227.80 72.6 

天然林 433.03     22.39 455.42 27.0 

その他 3.85     3.45 7.30 0.4 

合計 1,347.09 0 0 0 0 343.43 1,690.52 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 912.86ha、土砂流出防備保安林が 9.13ha、土砂崩壊防備保安
林が 1.84ha、合計面積は 923.83haで、FM森林に占める保安林率は 54.3％である（表 2-29）。 
 その他の制限林は、国定公園第 2種特別地域として 352.63ha、国定公園第 3種特別地域と
して 0.60ha指定されている。 

 
表 2-29 協和財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 912.86 98.8 

土砂流出防備保安林 9.13 1.0 

土砂崩壊防備保安林 1.84 0.2 

干害防備保安林   

保安林実面積計（A） 923.83 100 

対象森林全体(B) 1,702.07  

比率(A/B：％) 54.3  

 
 
 
（5）春日財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、1,691.36haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 862.40ha、天然林 777.86ha、その他 51.10haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 658.45ha（40.2％）を占め、次いでその他広
葉樹 628.57ha（38.3％）である（表 2-30）。 
人工林は、カラマツが最も多く 658.24ha（76.3％）を占め、次いでアカマツ 167.19ha
（19.4％）である（表 2-31）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 628.57ha（80.8％）を占め、次いでその他針葉樹

108.92ha（14.0％）である（表 2-32）。 
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複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 1.05haで、
全て人工林となっている（表 2-33）。 

 
表 2-30 春日財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha) 2.04 12.85 21.68 188.69 658.45 109.32   18.66 628.57 1,640.26 

割合 
(％) 0.1 0.8 1.3 11.5 40.2 6.7 0.0 0.0 1.1 38.3 100 

 
 
 

表 2-31 春日財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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2.04 12.85 21.68 167.19 658.24 0.40     862.40 

割合 
(％) 

0.2 1.5 2.5 19.4 76.3 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

 
 
  

表 2-32 春日財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   21.50 0.21 108.92   18.66 628.57 777.86 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 14.0 0.0 0.0 2.4 80.8 100 

 
 

表 2-33 春日財産区有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工   1.05   1.05 

天然       

総計   1.05   1.05 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 15齢級以上が最も多く、平均（面積加重平均）72.2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 153年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）57.8年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）89.2年生である（表 2-34）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、17齢級の範囲にある（表 2-35）。 
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表 2-34  春日財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4 3.40  3.4 0.2 

5-6 7.78 9.93 17.71 1.1 

7-8 101.04 34.05 135.09 8.2 

9-10 158.75 48.19 206.94 12.6 

11-12 239.43 17.84 257.27 15.7 

13-14 271.75 90.77 362.52 22.1 

15上 80.25 577.08 657.33 40.1 

合計 862.40 777.86 1,640.26 100 

 
 

表 2-35  春日財産区有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 81 合計 

人工 1.05 1.05 

天然   

総計 1.05 1.05 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、水源涵養林が 1,624.17ha、木材生産が 67.19haとなっている（表 2-
36）。 
 
表 2-36 春日財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 803.06     59.34 862.40 51.0 

天然林 770.13     7.73 777.86 46.0 

その他 50.98     0.12 51.10 3.0 

合計 1,624.17 0 0 0 0 67.19 1,691.36 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 559.56ha、土砂流出防備保安林が 24.37ha、土砂崩壊防備保
安林 0.73ha及び干害防備保安林 116.23ha、合計面積は 700.89haで、FM森林に占める保安
林率は 41.4％である（表 2-37）。 
 その他の制限林は、国定公園第 2種特別地域として 329.71haが指定されている。 
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表 2-37 春日財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 559.56 79.8 

土砂流出防備保安林 24.37 3.5 

土砂崩壊防備保安林 0.73 0.1 

干害防備保安林 116.23 16.6 

保安林実面積計（A） 700.89 100 

対象森林全体(B) 1,691.36  

比率(A/B：％) 41.4  

 
 
（6）大沢財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、275.05haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 258.49ha、天然林 16.03ha、その他 0.53haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 221.86ha（80.8％）を占め、次いでヒノキ
19.33ha（7.1％）である（表 2-38）。 
人工林は、カラマツが最も多く 221.86ha（85.8％）を占め、次いでヒノキ 19.33ha
（7.5％）である（表 2-39）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 7.23ha（45.1％）を占め、次いでアカマツ 4.57ha
（28.5％）である（表 2-40）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 20.21haで、
全て人工林となっている（表 2-41）。 

 
 
表 2-38 大沢財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-39 大沢財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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1.02 19.33  13.02 221.86    1.89 1.37 258.49 
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表 2-40 大沢財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   4.57     4.23 7.23 16.03 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 28.5 0.0 0.0 0.0 0.0 26.4 45.1 100 

 
 

表 2-41 大沢財産区有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工 20.21     20.21 

天然       

総計 20.21     20.21 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）59.7年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林アカマツ林の 103年生である。このうち人工林は 11～12齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）63.5年生、天然林は 13～14齢級が最も多く、平均
（面積加重平均）62.6年生である（表 2-42）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、4齢級から 19齢級の範囲にある（表 2-43）。 

 
表 2-42  大沢財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 10.51  10.51 3.8 

3-4 13.70 0.20 13.90 5.1 

5-6 1.03 0.85 1.88 0.7 

7-8 3.64 0.20 3.84 1.4 

9-10 59.3 0.18 59.48 21.7 

11-12 100.69 4.91 105.60 38.4 

13-14 28.46 6.41 34.87 12.7 

15上 41.16 3.28 44.44 16.2 

合計 258.49 16.03 274.52 100 

 
 

表 2-43  大沢財産区有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 16 30 33 37 91 合計 

人工 2.99 0.11 2.67 3.89 10.55 20.21 

天然       

総計 2.99 0.11 2.67 3.89 10.55 20.21 
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④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、木材生産が 275.05haとなっている（表 2-44）。 
 
 
表 2-44 大沢財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林      258.49 258.49 94.0 

天然林      16.03 16.03 5.8 

その他      0.53 0.53 0.2 

合計 0 0 0 0 0 275.05 275.05 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、土砂崩壊防備保安林 0.13ha のみで、FM 森林に占める保安林率は 0.0％である
（表 2-45）。 
 その他の制限林は、急傾斜地崩壊危険区域として 0.37haが指定されている。 

 
 

表 2-45 大沢財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林   

土砂流出防備保安林   

土砂崩壊防備保安林 0.13 100 

保安林実面積計（A） 0.13  

対象森林全体(B) 275.05  

比率(A/B：％) 0.0  
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7）前山小宮山財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、48.44haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 48.44ha、天然林及びその他はないである（表 1-2）。 
FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 47.44ha（97.9％）を占め、次いでアカマツ

1.00ha（2.1％）である（表 2-45-1）。 
人工林は、カラマツが最も多く 47.44ha（97.9％）を占め、次いでアカマツ 1.00ha
（2.1％）である（表 2-45-2）。 

 
表 2-45-1 前山小宮山財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha)    1.00 47.44      48.44 

割合 
(％) 0.0 0.0 0.0 2.1 97.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

 
 
表 2-45-2 前山小宮山財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

人
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   1.00 47.44      48.44 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 2.1 97.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62.5年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林カラマツ林の 98年生である。このうち人工林は 13～14齢級
が最も多く、平均（面積加重平均）62.5年生である。（表 2-45-3）。 

 
表 2-45-3  前山小宮山財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6     

7-8     

9-10     

11-12 14.59  14.59 30.1 

13-14 31.27  31.27 64.6 

15上 2.58  2.58 5.3 

合計 48.44 0.0 48.44 100 
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④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、木材生産が 48.44haとなっている（表 2-45-4）。 
 
表 2-45-4 前山小宮山財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林      48.44 48.44 100 

天然林         

その他         

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 48.44 48.44 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、土砂流出防備保安林 0.30ha のみで、FM 森林に占める保安林率は 0.1％である
（表 2-45-5）。 

 
 

表 2-45-5 前山小宮山財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林   

土砂流出防備保安林 0.30 100 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 0.30  

対象森林全体(B) 48.44  

比率(A/B：％) 0.1  
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2-3 小海町 FM森林 

（1）小海町の FM森林 
小海町のFM森林は、1,525.55haで、町有林、北牧財産区有林、三区・本村・中村・土村財
産区有林に区分される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-3 小海町のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）小海町有林 
①面積 

FM森林の面積は、440.97haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 350.43ha、天然林 75.27ha、その他 15.27haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 350.13ha（82.3％）を占め、次いでその他広
葉樹 75.37ha（17.7％）である（表 2-46）。 
人工林は、カラマツ 350.13ha（99.9％）と、その他広葉樹 0.30ha（0.1％）である（表 2-

47）。 
天然林は、その他広葉樹 75.07ha（99.7％）と、ナラ類 0.20ha（0.3％）である（表 2-

48）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 1.00haで、
全て人工林となっている（表 2-49）。 

 
 

表 2-46 小海町有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(％) 0.0 0.0 0.0 0.0 82.3 0.0 0.0 0.0 0.0 17.7 100 

 
 
 

表 2-47 小海町有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

人
工
林 

ス
ギ 

ヒ
ノ
キ 

サ
ワ
ラ 

ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 

    350.13     0.30 350.43 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.0 99.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 100 

  
 
 

表 2-48 小海町有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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        0.20 75.07 75.27 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 99.7 100 
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表 2-49 小海町有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工    1.00  1.00 

天然       

総計    1.00  1.00 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）64.7年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他広葉樹林の 203年生である。このうち人工林は 11～
12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62.1年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）76.3年生である（表 2-50）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、6齢級の範囲にある（表 2-51）。 

 
表 2-50  小海町有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4  0.19 0.19 0.0 

5-6  0.22 0.22 0.1 

7-8  0.54 0.54 0.1 

9-10  1.80 1.80 0.4 

11-12 153.96 8.70 162.66 38.2 

13-14 143.84 19.51 163.35 38.4 

15上 52.63 44.31 96.94 22.8 

合計 350.43 75.27 425.70 100 

 
 

表 2-51  小海町有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 27 合計 

人工 1.00 1.00 

天然   

総計 1.00 1.00 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 438 .23ha、山災_土保が 119.92ha、木材
生産が 46.84haとなっている（表 2-52）。 
 
 
 



加盟者の森林 
 

～信州カラマツの故郷～ 佐久森林認証協議会 森林管理マニュアル 
-27- 

表 2-52 小海町有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 349.39 69.17    40.03 458.59 75.8 

天然林 73.57 39.88    3.41 116.86 19.3 

その他 15.27 10.87    3.40 29.54 4.9 

合計 438.23 119.92 0 0 0 46.84 604.99 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 346.95ha、土砂流出防備保安林が 22.38ha、合計面積は
369.33haで、FM森林に占める保安林率は 83.8％である（表 2-53）。 
 その他の制限林は、国定公園第 3種特別地域として 234.74ha、文化財保護法史跡名勝天然
記念物として 2.97haが指定されている。 
 

表 2-53 小海町有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 346.95 93.9 

土砂流出防備保安林 22.38 6.1 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 369.33 100 

対象森林全体(B) 440.97  

比率(A/B：％) 83.8  

 
 
 
（3）北牧財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、889.43haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 789.62ha、天然林 99.05ha、その他 0.76haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 720.17ha（81.1％）を占め、次いでその他広
葉樹 117.09ha（13.2％）である（表 2-54）。 
人工林は、カラマツが最も多く 720.17ha（91.2％）を占め、次いでその他広葉樹 30.97ha
（3.9％）である（表 2-55）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 86.12ha（87.0％）を占め、次いでナラ類 6.70ha
（6.7％）である（表 2-56）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 44.88haで、
全て人工林となっている（表 2-57）。 
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表 2-54 北牧財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-55 北牧財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   23.92 720.17 4.24   10.32 30.97 789.62 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 3.0 91.2 0.6 0.0 0.0 1.3 3.9 100 

  
 

表 2-56 北牧財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   5.66  0.57   6.70 86.12 99.05 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.7 0.0 0.6 0.0 0.0 6.7 87.0 100 

 
 

表 2-57 北牧財産区有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ サワラ アカマツ カラマツ その他針 合計 

人工 5.33 5.78   33.77 44.88 

天然       

総計 5.33 5.78   33.77 44.88 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62.8年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林カラマツ林の 103年生である。このうち人工林は 13～14齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）62.0年生、天然林は 13～14齢級が最も多く、平均
（面積加重平均）69.2年生である（表 2-58）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、5齢級から 8齢級の範囲にある（表 2-59）。 
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表 2-58  北牧財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 3.06  3.06 0.3 

3-4     

5-6 4.57  4.57 0.5 

7-8 14.06  14.06 1.6 

9-10 23.58 2.53 26.11 2.9 

11-12 256.38 8.94 265.32 29.9 

13-14 415.66 55.14 470.80 53.0 

15上 72.31 32.44 104.75 11.8 

合計 789.62 99.05 888.67 100 

 
 

表 2-59  北牧財産区有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 25 26 27 28 34 35 36 合計 

人工 3.26 5.00 3.00 2.00 14.42 3.70 13.50 44.88 

天然         

総計 3.26 5.00 3.00 2.00 14.42 3.70 13.50 44.88 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 831.77ha、山災_土保が 56.13ha、文化が
0.13ha、木材生産が 1.40haとなっている（表 2-60）。 
 
表 2-60 北牧財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 744.66 44.41   0.13 0.42 789.62 88.8 

天然林 86.56 11.51    0.98 99.05 11.1 

その他 0.55 0.21     0.76 0.1 

合計 831.77 56.13 0 0 0.13 1.40 889.43 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 542.25ha、土砂流出防備保安林が 55.93ha、合計面積は
598.18haで、FM森林に占める保安林率は 67.3％である（表 2-61）。 
 その他の制限林は、国定公園第 3種特別地域として 109.41haが指定されている。 
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表 2-61 北牧財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 542.25 90.6 

土砂流出防備保安林 55.93 9.4 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 598.18 100 

対象森林全体(B) 889.43  

比率(A/B：％) 67.3  

 
 
 
（4）本村・中村・土村財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、195.15haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 156.33ha、天然林 37.87ha、その他 0.95haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 147.32ha（75.8％）を占め、次いでその他広
葉樹 27.50ha（14.2％）である（表 2-62）。 
人工林は、カラマツ 147.32ha（94.2％）と、アカマツ 9.01ha（5.8％）である（表 2-

63）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 27.50ha（72.6％）を占め、次いでアカマツ 9.85ha
（26.0％）である（表 2-64）。 

 
  
表 2-62 本村・中村・土村財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha)    18.86 147.32    0.52 27.50 194.20 

割合 
(％) 0.0 0.0 0.0 9.7 75.8 0.0 0.0 0.0 0.3 14.2 100 

 
 
 
表 2-63 本村・中村・土村財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   9.01 147.32      156.33 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.8 94.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 
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表 2-64 本村・中村・土村財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   9.85     0.52 27.50 37.87 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 26.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 72.6 100 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62.5年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林アカマツ林の 93年生である。このうち人工林は 13～14齢級
が最も多く、平均（面積加重平均）62.0年生、天然林も 15齢級以上が最も多く、平均（面
積加重平均）65.0年生である（表 2-65）。 

 
 

表 2-65  本村・中村・土村財産区有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 3.58  3.58 1.8 

3-4     

5-6  0.84 0.84 0.4 

7-8 0.16 2.50 2.66 1.4 

9-10 4.06 0.33 4.39 2.2 

11-12 28.68 10.12 38.80 20.0 

13-14 105.18 10.48 115.66 59.6 

15上 14.67 13.60 28.27 14.6 

合計 156.33 37.87 194.20 100 

 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 7.09ha、山災_土保が 36.44ha、木材生産
が 158.71haとなっている（表 2-66）。 
 

表 2-66 本村・中村・土村財産区有林の森林の内容 
（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 6.61 25.28    131.05 162.94 80.5 

天然林 0.48 11.06    26.81 38.35 19.0 

その他  0.10    0.85 0.95 0.5 

合計 7.09 36.44 0 0 0 158.71 202.24 100 
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⑤保安林 

保安林は、土砂流出防備保安林が 1.41ha のみで、FM 森林に占める保安林率は 0.7％であ
る（表 2-67）。 
 その他の制限林は、砂防指定地として 1.35haが指定されている。 

 
 

表 2-67 本村・中村・土村財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林   

土砂流出防備保安林 1.41 100 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 1.41  

対象森林全体(B) 195.15  

比率(A/B：％) 0.7  
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2-4 佐久穂町 FM森林 

（1）佐久穂町の FM森林 
佐久穂町のFM森林は、4,442.68haで、佐久穂町有林である(図 2-4)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-4 佐久穂町のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）佐久穂町有林 
①面積 

FM森林の面積は、4,442.68haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 2,861.94ha、天然林 1,532.48ha、その他 48.26haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 2,648.49ha（60.3％）を占め、次いでその他
広葉樹 1,460.50ha（33.2％）である（表 2-68）。 
人工林は、カラマツが最も多く 2,645.23ha（92.4％）を占め、次いでアカマツ 159.83ha
（5.6％）である（表 2-69）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 1,456.40ha（95.0％）を占め、次いでアカマツ

48.40ha（3.2％）である（表 2-70）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 15.54haで、
全て人工林となっている（表 2-71）。 

 
 
表 2-68 佐久穂町有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-69 佐久穂町有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

人
工
林 

ス
ギ 

ヒ
ノ
キ 

サ
ワ
ラ 

ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 

0.47 24.64 0.39 159.83 2,645.23 27.28    4.10 2,861.94 

割合 
(％) 

0.0 0.9 0.0 5.6 92.4 1.0 0.0 0.0 0.0 0.1 100 

  
 

表 2-70 佐久穂町有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   48.40 3.26 6.32   18.10 1,456.40 1,532.48 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 3.2 0.2 0.4 0.0 0.0 1.2 95.0 100 
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表 2-71 佐久穂町有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工 13.55   1.99  15.54 

天然       

総計 13.55   1.99  15.54 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）64.2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他広葉樹林の 113年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）60.2年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）71.8年生である（表 2-72）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、7齢級から 10齢級の範囲にある（表 2-73）。 

 
 

表 2-72  佐久穂町有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 34.79 0.28 35.07 0.8 

3-4 0.51 3.80 4.31 0.1 

5-6 0.29 11.65 11.94 0.3 

7-8 51.49 5.09 56.58 1.3 

9-10 98.35 17.62 115.97 2.6 

11-12 1,147.84 145.38 1,293.22 29.4 

13-14 1,345.62 526.73 1,872.35 42.6 

15上 183.05 821.93 1,004.98 22.9 

合計 2,861.94 1,532.48 4,394.42 100 

 
 

表 2-73  佐久穂町有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 31 34 36 37 41 48 合計 

人工 2.13 2.22 2.22 1.71 0.40 6.86 15.54 

天然        

総計 2.13 2.22 2.22 1.71 0.40 6.86 15.54 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 3,696.27ha、山災_土保が 106.28ha、保
健_レクが 241.78ha、木材生産が 493.74haとなっている（表 2-74）。 
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表 2-74 佐久穂町有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 2,447.40 67.38  23.51  389.83 2,928.12 64.5 

天然林 1,216.97 

31.90 
34.50  216.59  91.92 1,559.98 34.4 

その他 31.90 4.40  1.68  11.99 49.97 1.1 

合計 3,696.27 106.28 0 241.78 0 493.74 

 
4,538.07 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 1,322.58ha、土砂流出防備保安林が 94.36ha、干害防備保安
林が 16.98ha、合計面積は 1,433.92haで、FM森林に占める保安林率は 32.3％である（表 2-
75）。 
その他の制限林は、国定公園第 2種特別地域として 535.32ha、国定公園第 3種特別地域と
して 601.40haが指定されている。 

 
 

表 2-75 佐久穂町有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 1,322.58 92.2 

土砂流出防備保安林 94.36 6.6 

土砂崩壊防備保安林   

干害防備保安林 16.98 1.2 

保安林実面積計（A） 1,433.92  

対象森林全体(B) 4,442.68  

比率(A/B：％) 32.3  
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2-5 川上村 FM森林 

（1）川上村の FM森林 
川上村のFM森林は、4,039.21haで、町有林である(図 2-5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-5 川上村のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）川上村有林 
①面積 

FM森林の面積は、4,039.21haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 2,114.69ha、天然林 1,672.96ha、その他 251.56haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 2,076.22ha（54.8％）を占め、次いでその他
広葉樹 1,192.99ha（31.5％）である（表 2-76）。 
人工林は、カラマツが最も多く 2,040.33ha（96.5％）を占め、次いでその他広葉樹

47.74ha（2.2％）である（表 2-77）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 1,145.25ha（68.5％）を占め、次いでその他針葉樹

371.05ha（22.8％）である（表 2-78）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 129.89ha
で、うち人工林は 128.23ha、天然林は 1.66haとなっている（表 2-79）。 

 
 

表 2-76 川上村有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-77 川上村有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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 0.96 3.68 2.53 2,040.33 17.95   1.50 47.74 2,114.69 

割合 
(％) 

0.0 0.1 0.2 0.1 96.5 0.8 0.0 0.0 0.1 2.2 100 

 
 
  

表 2-78 川上村有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   21.38 35.89 371.05   99.39 1,145.25 1,672.96 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 1.3 2.1 22.2 0.0 0.0 5.9 68.5 100 
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表 2-79 川上村有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ サワラ カラマツ その他針 ナラ類 その他広 合計 

人工 3.42 0.34 15.89 69.64 16.20 22.74 128.23 

天然    1.66   1.66 

総計 3.42 0.34 15.89 71.30 16.20 22.74 129.89 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 15齢級以上が最も多く、平均（面積加重平均）71.0年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林カラマツ林の 207年生である。このうち人工林は 13～14齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）57.7年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平均
（面積加重平均）87.7年生である（表 2-80）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、2齢級から 17齢級の範囲にある（表 2-81）。 

 
表 2-80  川上村有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 13.45  13.45 0.4 

3-4 22.60 4.88 27.48 0.7 

5-6 16.57 0.50 17.07 0.5 

7-8 42.72 7.05 49.77 1.3 

9-10 245.00 31.77 276.77 7.3 

11-12 834.33 84.64 918.97 24.3 

13-14 883.08 277.62 1,160.70 30.6 

15上 56.94 1,266.50 1,323.44 34.9 

合計 2,114.69 1,672.96 3,787.65 100 

 
 

表 2-81  川上村有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 10 17 18 19 22 23 24 25 26 27 

人工 13.79 2.25  1.15 4.00 5.11 2.96 7.60 21.17 8.28 

天然   1.66        

総計 13.79 2.25 1.66 1.15 4.00 5.11 2.96 7.60 21.17 8.28 

 
林齢（年） 28 29 30 31 36 38 57 59 83 合計 

人工 12.81 4.22 7.14 9.20 14.45 10.33 1.70 1.50 0.57 128.23 

天然          1.66 

総計 12.81 4.22 7.14 9.20 14.45 10.33 1.70 1.50 0.57 129.89 

 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 3,480.82ha、山災 土保が 32.95ha、 
保健_レクが 197.04ha、木材生産が 665.17haとなっている（表 2-82）。 
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表 2-82 川上村有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 1,797.56 7.52  94.98  486.67 2,386.73 54.5 

天然林 1,456.17 13.37  71.27  168.97 1,709.78 39.1 

その他 227.09 12.06  30.79  9.53 279.47 6.4 

合計 3,480.82 32.95 0 197.04 0 665.17 4,375.98 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 3,297.49ha、土砂流出防備保安林が 0.97ha、土砂崩壊防備保
安林が 0.08ha、水害防備保安林が 30.97ha、合計面積は 3,329.51haで、FM森林に占める保
安林率は 82.4％である（表 2-83）。 
 その他の制限林は、国定公園第 2 種特別地域として 60.64ha、国定公園第 3 種特別地域と
して 368.16ha、国立公園特別保護地区として 22.82ha、林業種苗法特別母樹林として 18.00ha
が指定されている。 

 
 

表 2-83 川上村有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 3,297.49 99.0 

土砂流出防備保安林 0.97  

土砂崩壊防備保安林 0.08  

水害防備保安林 30.97 1.0 

保安林実面積計（A） 3,329.51 100 

対象森林全体(B) 4,039.21  

比率(A/B：％) 82.4  
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2-6 南牧村 FM森林 

（1）南牧村の FM森林 
南牧村のFM森林は、2,145.16haで、村有林、板橋財産区有林、平沢財産区有林、海の口財産区
有林、海尻財産区有林、広瀬財産区有林に区分される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-6 南牧村のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 



加盟者の森林 

～信州カラマツの故郷～ 佐久森林認証協議会 森林管理マニュアル 
-42- 

（2）南牧村有林 
①面積 

FM森林の面積は、439.45haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 357.14.ha、天然林 70.54ha、その他 11.77haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 355.02ha（83.0％）を占め、次いでその他広
葉樹 68.21ha（16.0％）である（表 2-84）。 
人工林は、カラマツが最も多く 355,02ha（99.4％）を占め、次いでその他広葉樹 1.20ha
（0.3％）である（表 2-85）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 67.01ha（95.0％）を占め、次いでその他針葉樹

3.21ha（4.6％）である（表 2-86）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 5.88haで、
全て人工林となっている（表 2-87）。 

  
 

表 2-84 南牧村有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(％) 0.0 0.0 0.0 0.1 83.0 0.9 0.0 0.0 0.0 16.0 100 

 
 
 

表 2-85 南牧村有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   0.17 355.02 0.75    1.20 357.14 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.1 99.4 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 100 

  
 
 

表 2-86 南牧村有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   0.32  3.21    67.01 70.54 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 4.6 0.0 0.0 0.0 95.0 100 
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表 2-87 南牧村有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工    5.88  5.88 

天然       

総計    5.88  5.88 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）63.5年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 103年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）63.2年生、天然林は 13～14齢級が最も多く、平
均（面積加重平均）64.4年生である（表 2-88）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、4齢級の範囲にある（表 2-89）。 

 
 

表 2-88  南牧村有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 1.94  1.94 0.5 

3-4 0.27  0.27 0.1 

5-6 0.04 0.78 0.82 0.2 

7-8  4.36 4.36 1.0 

9-10 37.12 7.08 44.20 10.3 

11-12 33.64 8.70 42.34 9.9 

13-14 212.91 37.37 250.28 58.5 

15上 71.22 12.25 83.47 19.5 

合計 357.14 70.54 427.68 100 

 
 

表 2-89  南牧村有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 19 合計 

人工 5.88 5.88 

天然   

総計 5.88 5.88 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 262.88ha、木材生産が 98.79haとなって
いる（表 2-90）。 
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表 2-90 南牧村有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 206.77     75.06 281.83 77.9 

天然林 49.01     13.05 62.06 17.2 

その他 7.10     10.68 17.78 4.9 

合計 262.88     98.79 361.67 100 

 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 69.07haのみで、FM森林に占める保安林率は 15.9％である
（表 2-91）。 
その他の制限林はない。 

 
表 2-91 南牧村有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 69.07 100 

土砂流出防備保安林   

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 69.07  

対象森林全体(B) 439.45  

比率(A/B：％) 15.9  

 
 
（3）板橋財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、76.26haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 31.46ha、天然林 41.78ha、その他 3.02haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、その他広葉樹 41.78ha（57.0％）と、カラマツ 31.46ha
（43.0％）である（表 2-92）。 
人工林は、カラマツのみで 31.46haである（表 2-93）。 
天然林は、その他広葉樹のみで 41.78haである（表 2-94）。 
 
表 2-92 板橋財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(％) 0.0 0.0 0.0 0.0 43.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.0 100 
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表 2-93 板橋財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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    31.46      31.46 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

  
 
 

表 2-94 板橋財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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         41.78 41.78 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100 

 
 
 

③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62.2年生で、森林
資源データの最高齢林は人工林カラマツ林の 109年生である。このうち人工林は 13～14齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）63.8年生、天然林は 13～14齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）61.0年生である（表 2-95）。 

 
 

表 2-95  板橋財産区有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6  0.62 0.62 0.8 

7-8     

9-10 6.47 9.64 16.11 22.0 

11-12 1.28 3.38 4.66 6.4 

13-14 20.80 19.11 39.91 54.5 

15上 2.91 9.03 11.94 16.3 

合計 31.46 41.78 73.24 100 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成は、水源涵養林が 28.00haのみとなっている（表 2-96）。 
 



加盟者の森林 

～信州カラマツの故郷～ 佐久森林認証協議会 森林管理マニュアル 
-46- 

表 2-96 板橋財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 10.64      10.64 38.0 

天然林 14.34      14.34 51.2 

その他 3.02      3.02 10.8 

合計 28.00      28.00 100 

 
 
⑤保安林 

保安林、その他の制限林はない。 
 

 
（4）平沢財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、545.93haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 334.77ha、天然林 178.27ha、その他 32.89haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 334.02ha（65.1％）を占め、次いでその他広
葉樹 169.28ha（33.0％）である（表 2-97）。 
人工林は、カラマツが最も多く 334.02ha（99.8％）を占め、次いでその他広葉樹 0.66ha
（0.2％）である（表 2-98）。 
天然林は、その他広葉樹 168.62ha（94.6％）と、アカマツ 9.65ha（5.4％）である（表 2-

99）。 
 

表 2-97 平沢財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-98 平沢財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-99 平沢財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   9.65      168.62 178.27 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 94.6 100 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）62 .2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林アカマツ林の 93年生である。このうち人工林は 13～14齢級
が最も多く、平均（面積加重平均）61.5年生、天然林は 13～14齢級が最も多く、平均（面
積加重平均）63.3年生である（表 2-100）。 

 
表 2-100  平沢財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6  2.12 2.12 0.4 

7-8 0.76 7.91 8.67 1.7 

9-10 9.65 0.34 9.99 1.9 

11-12 104.57 6.69 111.26 21.7 

13-14 206.11 147.23 353.34 68.9 

15上 13.68 13.98 27.66 5.4 

合計 334.77 178.27 513.04 100 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 472.69ha、保健_レクが 26.95ha、木材生
産が 13.73haとなっている（表 2-101）。 
 
表 2-101 平沢財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 306.64     6.39 313.03 61.0 

天然林 144.01   16.10  7.34 167.45 32.6 

その他 22.04   10.85   32.89 6.4 

合計 472.69   26.95  13.73 513.37 100 

 
⑤保安林 

保安林は、土砂流出防備保安林が 1.24ha、土砂崩壊防備保安林が 3.09ha、合計面積は 4.33ha
で、FM森林に占める保安林率は 0.8％である（表 2-102）。 
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 その他の制限林はない。 
 

表 2-102 平沢財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林   

土砂流出防備保安林 1.24 28.6 

土砂崩壊防備保安林 3.09 71.4 

保安林実面積計（A） 4.33 100 

対象森林全体(B) 545.93  

比率(A/B：％) 0.8  

  
 
（5）海の口財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、208.98haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 99.68ha、天然林 109.30ha、その他 0.00haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 99.45ha（47.6％）を占め、次いでその他広
葉樹で 97.89ha（46.8％）である（表 2-103）。 
人工林は、カラマツ 99.45ha（99.8％）と、ヒノキ 0.23ha（0.2％）である（表 2-104）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 97.89ha（89.6％）を占め、次いでアカマツ 6.05ha
（5.5％）である（表 2-105）。 

 
表 2-103 海の口財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-104 海の口財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-105 海の口財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   6.05     5.36 97.89 109.30 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 89.6 100 

 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）65.5年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林アカマツ林の 108年生である。このうち人工林は 13～14齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）63.2年生、天然林は 13－14齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）66.8年生である（表 2-106）。 

 
表 2-106  海の口財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6  1.51 1.51 0.7 

7-8  0.48 0.48 0.2 

9-10  1.09 1.09 0.5 

11-12 25.93 3.85 29.78 14.3 

13-14 68.77 94.67 163.44 78.2 

15上 4.98 7.70 12.68 6.1 

合計 99.68 109.30 208.98 100 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 208.98ha、木材生産が 26.85haとなって
いる（表 2-107）。 
 
表 2-107 海の口財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 99.68     9.05 108.73 46.1 

天然林 109.30     17.80 127.10 53.9 

その他         

合計 208.98     26.85 235.83 100 

 
⑤保安林 

保安林は、土砂流出防備保安林が 18.44haのみで、FM森林に占める保安林率は 8.8％であ
る（表 2-108）。 
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 その他の制限林は、砂防指定地として 1.87ha、急傾斜地崩壊危険区域として 0.57haが指定
されている。 

 
表 2-108 海の口財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林   

土砂流出防備保安林 18.44 100 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 18.44  

対象森林全体(B) 208.98  

比率(A/B：％) 8.8  

 
 
  
（6）海尻財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、587.74haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 355.48ha、天然林 219.00ha、その他 13.26haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 353.40ha（61.5％）を占め、次いでその他広
葉樹 210.33ha（36.6％）である（表 2-109）。 
人工林は、カラマツが最も多く 353.40ha（99.4％）を占め、次いでアカマツ 1.98ha
（0.6％）である（表 2-110）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 210.33ha（96.0％）を占め、次いでナラ類 3.24ha
（1.5％）である（表 2-111）。 

  
表 2-109 海尻財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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(ha)  0.10  4.21 353.40 3.20   3.24 210.33 574.48 

割合 
(％) 0.0 0.0 0.0 0.7 61.5 0.6 0.0 0.0 0.6 36.6 100 

 
表 2-110 海尻財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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 0.10  1.98 353.40      355.48 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.6 99.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

表 2-111 海尻財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   2.23  3.20   3.24 210.33 219.00 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.5 0.0 0.0 1.5 96.0 100 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）67.2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 188年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）64.1年生、天然林も 13～14齢級が最も多く、平
均（面積加重平均）72.4年生である（表 2-112）。 

 
表 2-112  海尻財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6     

7-8 3.70 0.94 4.64 0.8 

9-10 50.24 8.06 58.30 10.2 

11-12 36.01 0.40 36.41 6.3 

13-14 180.28 109.04 289.32 50.4 

15上 85.25 100.56 185.81 32.3 

合計 355.48 219.00 574.48 100 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 461.17ha、木材生産が 7.34haとなってい
る（表 2-113）。 
 
表 2-113 海尻財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 316.00     1.74 317.74 67.8 

天然林 132.61     5.35 137.96 29.5 

その他 12.56     0.25 12.81 2.7 

合計 461.17     7.34 468.51 100 

 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が331.17ha、土砂流出防備保安林が7.24ha、合計面積は338.41ha
で、FM森林に占める保安林率は 57.6％である（表 2-114）。 その他の制限林はない。 
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表 2-114 海尻財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 331.17 97.9 

土砂流出防備保安林 7.24 2.1 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計(A） 338.41 100 

対象森林全体(B) 587.74  

比率(A/B：％) 57.6  

 
  
（7）広瀬財産区有林 
①面積 

FM森林の面積は、286.80haである。 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 178.67ha、天然林 102.08ha、その他 6.05haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 172.13ha（61.3％）を占め、次いでその他広
葉樹 71.18ha（25.4％）である（表 2-115）。 
人工林は、カラマツが最も多く 172.13ha（96.3％）を占め、次いでその他針葉樹 5.44ha
（3.1％）である（表 2-116）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 70.08ha（68.6％）を占め、次いでその他針葉樹

11.41ha（11.2％）である（表 2-117）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 0.97haで、
全て天然林となっている（表 2-118）。 

 
表 2-115 広瀬財産区有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-116 広瀬財産区有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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    172.13 5.44    1.10 178.67 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 0.0 96.3 3.1 0.0 0.0 0.0 0.6 100 
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表 2-117 広瀬財産区有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   10.91  11.41   9.68 70.08 102.08 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 10.7 0.0 11.2 0.0 0.0 9.5 68.6 100 

 
 

表 2-118 広瀬財産区有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工       

天然    0.97  0.97 

総計    0.97  0.97 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）63.2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 103年生である。このうち人工林は 11～
12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）56.0年生、天然林は 13～14齢級が最も多く、平
均（面積加重平均）75.7年生である（表 2-119）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、4齢級の範囲にある（表 2-120）。 

 
表 2-119  広瀬財産区有林の林種別齢級別面積 

 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4     

5-6 2.13  2.13 0.8 

7-8 5.17  5.17 1.8 

9-10 5.23 0.05 5.28 1.9 

11-12 113.04 3.58 116.62 41.5 

13-14 52.55 62.45 115.00 41.0 

15上 0.55 36.00 36.55 13.0 

合計 178.67 102.08 280.75 100 

 
 

表 2-120  広瀬財産区有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 19 合計 

人工   

天然 0.97 0.97 

総計 0.97 0.97 
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④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 286.80ha、木材生産が 125.63ha となっ
ている（表 2-121）。 
 
表 2-121 広瀬財産区有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 178.67     103.84 282.51 68.5 

天然林 102.08     20.99 123.07 29.8 

その他 6.05     0.80 6.85 1.7 

合計 286.80     125.63 412.43 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が174.94ha、土砂流出防備保安林が6.28ha、合計面積は181.22ha
で、FM森林に占める保安林率は 63.2％である（表 2-122）。 
 その他の制限林は、急傾斜地崩壊危険区域として 0.54haが指定されている。 

 
表 2-122 広瀬財産区有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 174.94 96.5 

土砂流出防備保安林 6.28 3.5 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 181.22 100 

対象森林全体(B) 286.80  

比率(A/B：％) 63.2  
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2-7 南相木村 FM森林 

（1）南相木村の FM森林 
南相木村のFM森林は、1303.03haで、村有林である(図 2-7)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-7 南相木村のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）南相木村 村有林 
①面積 

FM森林の面積は、1303.03haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 781.80ha、天然林 440.21ha、その他 81.02haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 683.38ha（55.9％）を占め、次いでその他広
葉樹 371.15ha（30.4％）である（表 2-123）。 
人工林は、カラマツが最も多く 683.38ha（87.4％）を占め、次いでアカマツ 91.17ha
（11.7％）である（表 2-124）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 364.52ha（82.8％）を占め、次いでアカマツ 55.61ha
（12.6％）である（表 2-125）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 5.90haで、
全て人工林となっている（表 2-126）。 

 
 
表 2-123 南相木村有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-124 南相木村有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   91.17 683.38 0.62    6.63 781.80 

割合 
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0.0 0.0 0.0 11.7 87.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.8 100 

  
 

表 2-125 南相木村有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   55.61  1.29   18.79 364.52 440.21 

割合 
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0.0 0.0 0.0 12.6 0.0 0.3 0.0 0.0 4.3 82.8 100 
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表 2-126 南相木村有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ その他針 その他広 合計 

人工    1.14 4.76 5.90 

天然       

総計    1.14 4.76 5.90 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）61.5年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他広葉樹林の 123年生である。このうち人工林は 11～
12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）58.4年生、天然林も 13～14齢級が最も多く、平
均（面積加重平均）66.9年生である（表 2-127）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、5齢級から 7齢級の範囲にある（表 2-128）。 

 
 

表 2-127  南相木村有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 18.96  18.96 1.6 

3-4 3.95  3.95 0.3 

5-6  1.90 1.90 0.2 

7-8 2.40 4.30 6.70 0.5 

9-10 37.31 8.63 45.94 3.8 

11-12 370.17 132.43 502.60 41.1 

13-14 339.58 203.87 543.45 44.5 

15上 9.43 89.08 98.51 8.0 

合計 781.80 440.21 1222.01 100 

 
 

表 2-128  南相木村有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 25 35 合計 

人工 4.76 1.14 5.90 

天然    

総計 4.76 1.14 5.90 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 125.72ha、山災_土保が 95.85ha、 
木材生産が 559.08haとなっている（表 2-129）。 
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表 2-129 南相木村有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 113.30 45.83    411.57 570.70 73.1 

天然林 0.85 23.38    120.92 145.15 18.6 

その他 11.57 26.64    26.59 64.80 8.3 

合計 125.72 95.85 0 0 0 559.08 780.65 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 649.45、土砂流出防備保安林が 11.97ha、合計面積は 
661.42haで、FM森林に占める保安林率は 50.8％である（表 2-130）。 
その他の制限林はない。 

 
 

表 2-130 南相木村有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 649.45 98.2 

土砂流出防備保安林 11.97 1.8 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 661.42 100 

対象森林全体(B) 1303.03  

比率(A/B：％) 50.8  
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2-8 北相木村 FM森林 

（1）北相木村の FM森林 
北相木村のFM森林は、1,261.86haで、村有林である(図 2-8)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-8 北相木村のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）北相木村 村有林 
①面積 

FM森林の面積は、1,261.86haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 922.16ha、天然林 278.79ha、その他 60.91haである（表
1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 879.10ha（73.2％）を占め、次いでその他広
葉樹 257.70ha（21.4％）である（表 2-131）。 
人工林は、カラマツが最も多く 879.10ha（95.3％）を占め、次いでアカマツ 31.22ha
（3.4％）である（表 2-132）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 253.43ha（90.9％）を占め、次いでアカマツ 13.91ha
（5.0％）である（表 2-133）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 3.53haで、
全て人工林となっている（表 2-134）。 

 
 
表 2-131 北相木村有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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割合 
(％) 0.0 0.3 0.0 3.8 73.2 1.1 0.0 0.0 0.2 21.4 100 

 
 

表 2-132 北相木村有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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 3.22 0.21 31.22 879.10 4.14    4.27 922.16 

割合 
(％) 

0.0 0.4 0.0 3.4 95.3 0.4 0.0 0.0 0.0 0.5 100 

 
  

表 2-133 北相木村有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   13.91  9.35   2.10 253.43 278.79 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.8 90.9 100 
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表 2-134 北相木村有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工     3.53 3.53 

天然       

総計     3.53 3.53 

 
 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）64.2年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 148年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）61.7年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）72.5年生である（表 2-135）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、5齢級の範囲にある（表 2-136）。 

 
 

表 2-135  北相木村有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 7.4  7.4 0.6 

3-4    0 

5-6 0.9 6.75 7.65 0.6 

7-8 3.24 17.57 20.81 1.7 

9-10 62.49 6.68 69.17 5.8 

11-12 240.45 17.24 257.69 21.5 

13-14 563.98 73.43 637.41 53.1 

15上 43.70 157.12 200.82 16.7 

合計 922.16 278.79 1,200.95 100 

 
 

表 2-136  北相木村の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 23 合計 

人工 3.53 3.53 

天然   

総計 3.53 3.53 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 1,244.55ha、木材生産が 1,261.75haとな
っている（表 2-137）。 
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表 2-137 北相木村有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 907.79     922.16 1,829.95 73.0 

天然林 275.96     278.79 554.75 22.1 

その他 60.80     60.91 121.71 4.9 

合計 1,244.55 0 0 0 0 1261.86 2,506.41 100 

 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 280.26ha、土砂流出防備保安林が 16.78ha、水害防備保安林
が 374.84ha、合計面積は 671.88ha で、FM 森林に占める保安林率は 53.2％である（表 2-
138）。 
その他の制限林はない。 

 
表 2-138 北相木村有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 280.26 41.7 

土砂流出防備保安林 16.78 2.5 

土砂崩壊防備保安林   

水害防備保安林 374.84 55.8 

保安林実面積計（A） 671.88 100 

対象森林全体(B) 1,261.86  

比率(A/B：％) 53.2  
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2-9 立科町 FM森林 

（1）立科町の FM森林 
立科町のFM森林は、3,322.38haで、町有林である(図 2-9)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-9 立科町のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）立科町町有林 
①面積 

FM森林の面積は、3,322.38haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 2,080.30ha、天然林 1,199.84ha、その他 42.24haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 1,670.13ha（50.9％）を占め、次いでその他
広葉樹 919.73ha（28.1％）である（表 2-139）。 
人工林は、カラマツが最も多く 1,655.24ha（79.6％）を占め、次いでアカマツ 180.24ha
（8.7％）である（表 2-140）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 871.84ha（72.7％）を占め、次いでナラ類 161.73ha
（13.5％）である（表 2-141）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 24.18haで、
全て人工林となっている（表 2-142）。 

 
 
表 2-139 立科町有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-140 立科町有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-141 立科町有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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   32.01 14.89 118.84 0.53  161.73 871.84 1,199.84 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 2.7 1.2 9.9 0.0 0.0 13.5 72.7 100 
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表 2-142 立科町有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工 23.84    0.34 24.18 

天然       

総計 23.84    0.34 24.18 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 15齢級以上が最も多く、平均（面積加重平均）70.0年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他針葉樹林の 143年生である。このうち人工林は 13～
14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）63.0年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平
均（面積加重平均）82.2年生である（表 2-143）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、5齢級から 8齢級の範囲にある（表 2-144）。 

 
 

表 2-143  立科町有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2  4.55 4.55 0.1 

3-4 25.19 3.43 28.62 0.9 

5-6 57.52 34.57 92.09 2.8 

7-8 144.82 14.40 159.22 4.8 

9-10 219.57 18.65 238.22 7.3 

11-12 466.06 74.26 540.32 16.5 

13-14 653.95 280.73 934.68 28.5 

15上 513.19 769.25 1,282.44 39.1 

合計 2,080.30 1,199.84 3,280.14 100 

 
 

表 2-144  立科町有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢（年） 23 31 36 39 合計 

人工 0.34 1.22 15.90 6.72 24.18 

天然      

総計 0.34 1.22 15.90 6.72 24.18 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 3,309.80ha、山災_土保が 1.63ha、 
木材生産が 2,409.04haとなっている（表 2-145）。 
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表 2-145 立科町有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 2,068.10 1.63    1,485.42 3,555.15 62.2 

 
天然林 1,199.46     889.07 2,088.53 

 

36.5 

 その他 42.24     34.55 76.79 1.3 

合計 3,309.80 1.63 0 0 0 2,409.04 5,720.47 

 
100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 664.69ha、土砂流出防備保安林が 8.13ha、土砂崩壊防備保安
林 0.40ha及び水害防備保安林 131.01ha、合計面積は 804.23haで、FM森林に占める保安林
率は 24.2％である（表 2-146）。 
その他の制限林は、国定公園第 2種特別地域として 306.46ha、国定公園第 3種特別地域と
して 1,391.03haが指定されている。 

 
 

表 2-146 立科町有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 664.69 82.6 

土砂流出防備保安林 8.13 1.0 

土砂崩壊防備保安林 0.40 0.1 

水害防備保安林 131.01 16.3 

保安林実面積計（A） 804.23 100 

対象森林全体(B) 3,322.38  

比率(A/B：％) 24.2  
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2-10 森泉山財産組合 FM森林 

（1）森泉山財産組合の FM森林 
森泉山財産組合のFM森林は、305.18haで、森泉山財産組合有林である(図 2-10)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-10 森泉山財産組合のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 
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（2）森泉山財産組合有林 
①面積 

FM森林の面積は、305.18haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 235.32ha、天然林 68.41ha、その他 1.45haである（表 1-
2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 209.60ha（69.0％）を占め、次いでその他広
葉樹 69.52ha（22.9％）である（表 2-147）。 
人工林は、カラマツが最も多く 209.60ha（89.1％）を占め、次いでアカマツ 12.20ha
（5.2％）である（表 2-148）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 61.94ha（90.6％）を占め、次いでナラ類 3.84ha
（5.6％）である（表 2-149）。 
複層林のうち、上層、下層の階層区分が明確な二段林を構成する林分面積は 94.28haで、
全て人工林となっている（表 2-150）。 

 
 
表 2-147 森泉山財産組合有林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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表 2-148 森泉山財産組合有林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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 5.26  12.20 209.60 0.68    7.58 235.32 

割合 
(％) 

0.0 2.2 0.0 5.2 89.1 0.3 0.0 0.0 0.0 3.2 100 

 
 
  
表 2-149 森泉山財産組合有林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 
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     2.63   3.84 61.94 68.41 

割合 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 5.6 90.6 100 
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表 2-150 森泉山財産組合有林の複層林（二段林）の下層樹種構成 

  ヒノキ アカマツ カラマツ ナラ類 その他広 合計 

人工 81.57  10.54  2.17 94.28 

天然       

総計 81.57  10.54  2.17 94.28 

 
 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 13～14齢級が最も多く、平均（面積加重平均）59.0年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林その他広葉樹林の 84年生である。このうち人工林は 13～14
齢級が最も多く、平均（面積加重平均）56.9年生、天然林も 13～14齢級が最も多く、平均
（面積加重平均）63.7年生である（表 2-151）。 
二段林の下層構成樹種の林齢は、1齢級から 7齢級の範囲にある（表 2-152）。 

 
 

表 2-151  森泉山財産組合有林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2 2.00  2.00 0.7 

3-4 7.10  7.10 2.3 

5-6 6.29  6.29 2.1 

7-8 31.82 7.64 39.46 13.0 

9-10 2.00 2.71 4.71 1.6 

11-12 28.93 1.81 30.74 10.1 

13-14 148.24 33.84 182.08 59.9 

15上 8.94 22.41 31.35 10.3 

合計 235.32 68.41 303.73 100 

 
 

表 2-152  森泉山財産組合有林の二段林下層構成樹種の林齢面積 

林齢(年) 5 7 17 19 21 22 23 24 25 26 27 28 32 合計 

人工 6.85 12.26 11.55 2.17 1.72 1.07 1.05 10.37 12.05 9.28 11.40 7.44 7.07 94.28 

天然               

総計 6.85 12.26 11.55 2.17 1.72 1.07 1.05 10.37 12.05 9.28 11.40 7.44 7.07 94.28 

 
 
 

④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 305.18ha、木材生産が 305.01ha となっ
ている（表 2-153）。 
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表 2-153 森泉山財産組合有林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 
 機能類型区分（ha） 

合計(ha) 
割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 235.32     235.32 470.64 77.1 

天然林 68.41     68.24 136.65 22.4 

その他 1.45     1.45 2.90 0.5 

合計 305.18 0 0 0 0 305.01 610.19 100 

 
 
 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 232.55ha、土砂流出防備保安林が 23.42ha、合計面積は
255.97haで、FM森林に占める保安林率は 83.9％である（表 2-154）。 
その他の制限林は、国定公園第 2種特別地域として 20.89haが指定されている。 

 
 

表 2-154 森泉山財産組合有林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 232.55 90.9 

土砂流出防備保安林 23.42 9.1 

土砂崩壊防備保安林   

保安林実面積計（A） 255.97 100 

対象森林全体(B) 305.18  

比率(A/B：％) 83.9  
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2-11 長野県県営林 FM森林 

（1）佐久地域の長野県営林の FM森林 
県営林のFM森林は、1,645.63haで、県有林＋県行造林である(図 2-11)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-11 県有林のFM森林位置図（基図：Arc_ESRI Japn） 

御代田県行造林

凡 例

切原県有林

春日県有林

田口県行造林

小海県有林

南牧県有林

     県有林  FM森林



加盟者の森林 

～信州カラマツの故郷～ 佐久森林認証協議会 森林管理マニュアル 
-72- 

（2）県営林 
①面積 

FM森林の面積は、1,645.63haである。 
 
 
②資源構成 

FM森林の林種構成は、人工林 1,336.15ha、天然林 227.34ha、その他 82.14haである
（表 1-2）。 

FM森林の樹種構成は、カラマツが最も多く 1,178.29ha（75.3％）を占め、次いでその他
広葉樹 197.71ha（12.6％）である（表 2-155）。 
人工林は、カラマツが最も多く 1177.56ha（88.1％）を占め、次いでアカマツ 81.60ha
（6.1％）である（表 2-156）。 
天然林は、その他広葉樹が最も多く 180.54ha（79.4％）を占め、次いでアカマツ 39.63ha
（17.5％）である（表 2-157）。 

 
表 2-155 県営林の資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

 

ス
ギ 

ヒ
ノ
キ 

サ
ワ
ラ 

ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 20.98 18.28 10.24 121.23 1,178.29 16.76    197.71 1,563.49 

割合 
(％) 1.3 1.2 0.7 7.8 75.3 1.1 0.0 0.0 0.0 12.6 100 

 
表 2-156 県営林の人工林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

人
工
林 

ス
ギ 

ヒ
ノ
キ 

サ
ワ
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ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 

20.98 18.28 10.24 81.60 1,177.56 10.32    17.17 1,336.15 

割合 
(％) 

1.6 1.4 0.7 6.1 88.1 0.8 0.0 0.0 0.0 1.3 100 

  
表 2-157 県営林の天然林資源構成（単層林、複層林の上層構成樹種） 

天
然
林 

ス
ギ 

ヒ
ノ
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サ
ワ
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ア
カ
マ
ツ 

カ
ラ
マ
ツ 

そ
の
他
針 

ク
ヌ
ギ 

ブ
ナ 

ナ
ラ 

そ
の
他
広 

合
計 

面積
(ha) 

   39.63 0.73 6.44    180.54 227.34 

割合 
(％) 

0.0 0.0 0.0 17.5 0.3 2.8 0.0 0.0 0.0 79.4 100 

 
 
③林齢構成 

FM森林の林齢構成は 11～12齢級が最も多く、平均（面積加重平均）61.1年生で、森林
資源データの最高齢林は天然林アカマツ林の 128年生である。このうち人工林は 11～12齢
級が最も多く、平均（面積加重平均）58.7年生、天然林は 15齢級以上が最も多く、平均
（面積加重平均）74.7年生である（表 2-158）。 
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表 2-158  県営林の林種別齢級別面積 
 
齢級 

面 積(ha) 
構 成 比(%) 

人工林 天然林 計 

1-2     

3-4  1.0 1.0 0.1 

5-6 12.27  12.70 0.8 

7-8 44.74  44.74 2.9 

9-10 200.08 3.44 203.52 13.0 

11-12 608.60 42.62 651.22 41.6 

13-14 258.97 55.95 314.92 20.1 

15上 211.49 124.33 335.82 21.5 

合計 1,336.15 227.34 1,563.49 100 

 
④機能類型別面積 

 機能類型別の構成（重複含む）は、水源涵養林が 1,596.99ha、木材生産が 412.24haとなっ
ている（表 2-159）。 
 
表 2-159 県営林の森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林） 

 機能類型区分（ha） 
合計(ha) 

割合 
（％） 水涵 山災_土保 快環 保健_レク 文化 木材生産 

人工林 1295.76     330.15 1,625.91 80.9 

天然林 221.63     60.31 281.94 14.0 

その他 79.60     21.78 101.38 5.1 

合計 1,596.99 0 0 0 0 412.24 2,009.23 100 

 
⑤保安林 

保安林は、水源涵養保安林が 274.12ha、土砂流出防備保安林が 1.29ha、干害防備保安林が
677.77ha、合計面積は 953.18haで、FM森林に占める保安林率は 57.9％である（表 2-160）。 
 その他の制限林は、砂防指定地として 7.05ha、国定公園第 2種特別地域として 13.23ha、
国定公園第 3種特別地域として 67.91haが指定されている。 

 
表 2-160 県営林の保安林の指定状況表 

保安林種 面積（ha） 割合（%） 

水源涵養保安林 274.12 28.6 

土砂流出防備保安林 1.29 0.1 

土砂崩壊防備保安林   

干害防備保安林 677.77 71.1 

保安林実面積計（A） 953.18 100 

対象森林全体(B) 1,645.63  

比率(A/B：％) 57.9  

 


